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外J11の経済的機能とその歴史的背景
三木一彦
はじめに
九ト九里浜の北東，鹿島浦の南東に，犬吠埼を
東端とする小半島が突き出しており，現在の千葉
県銚子市はこの小半島上にある。銚子一帯1)の海
域は，暖流の日本海流と寒流の千島海流との潮自
にあたり，利根川河口から栄養分を含んだ水が流
出することも相まって，女子漁場となっている。
この小半島は，犬吠埼のある先端部でやや南北
に広がっている O このl帯岸に位聾するのが外)1で
あり，江戸時代には下総国海上郡高神村に属して
いた。高神村では，内j珪部の集落(以下，本村と
する)が江戸時代初頭からあったほか，外)1をは
じめ長崎・犬若・名洗・小畑といった集落が相次
いで成立した2)(第 l図)。明治期に入ってもこの
高神村の亙域は変化せず，昭和12年(1937)になっ
て銚子市に編入された。現在，外)11は銚子市外川
町となっている O
外川を取り上げた従来の研究としては，本村に
残された史料をもとに3)その成立過程や集落構
造について分析したものがあげられる4)。また，
聞き取りをもとにした社会学の誠査報告書も刊行
されている5)。一方，利根川河口右岸に位置する
銚子漁港を中心とする漁業・水産加工業について
は， とくにその近年の状況について取り上げた一
連の研究があり 6) 利根川左岸にあって漁業や水
産加工業が盛んであった茨城県波崎町についても
調査報告がなされている7)。
本報告では，外)1がどのように展開してきたの
かを，その主産業であった漁業や水産加工業を中
心に，おもに経済的な側面から検討する Oそこで，
第E章では江戸時代から昭和初期に至る外JIの歴
史的な展開についてみた後，明治期と昭和20年代
(l 945~54) の 2 枚の地図を用いて，外川の変還を
土地利用の酷から跡づける O それをうける第掴輩
では昭和20年代の外)1における生業に焦点をあ
て，漁業・水産加工業昏商工業を営む家の分布や，
そうした生業をめぐる当時の状況について，歴史
的な背景とも関わらせながら把握する。
外JlIの特徴のひとつとして，銚子の I=!::J心市街地
(以下，銚子中心部とする)まで直線距離で約 4
kmと近接していることがあげられる。さまざま
な面で外)1と関連をもっ銚子中心部は，漁港とし
て外JlIと競合する存在でもあった。そこで，第1V
章では，第ll.m章で述べたことをふまえつつ，
外)1と銚子中心部とを比較し外)1の性格につい
て予察的に考察することにしたい。
第l図研究対象地域
(明治39年(1906)5万分の 1r銚子J によ
り作成)
注)ただし， I:gj中には銚子鉄道を加えた。
- 59-
E 外JlIの成立と展開
1 )外JIの形成過程
房総半島では，戦国時代末期から江戸時代初期
にかけて，紀伊・和泉・摂津をはじめとする関西
漁民の出漁が盛んに行なわれ8)銚子一帯でも江
戸時代初期に関西漁民による出j魚がみられた。例
えば，正保3年(1646)には紀伊国須原(栖原，現，
湯浅町)の漁民が銚子に来て鰹漁を行ない，承応
2年(1653)には紀伊国の青野五右衛門が来て鯨突
を行なった9)。
外J1については，江戸時代初期から泊、業が行な
われていたものの10)外J1の港や集落が本略的
に整備されたのは関西漁民の進出以後のことで
あった。紀伊国広村(現，広)IIsJ)の1奇iJJ次郎右衛
I，I~ (治郎右衛門)は，寛永・正保年間(1624~48) に
関東へ出漁し，明暦2年(1656)に飯沼村，ついで
今宮村で任せ網と称する鰯漁を開始した11)。そ
の後，次郎右衛門は万治元年(1658)に外)1を漁場
として!?丹色寛文元年(1661)に今宮から外JIへ
移った。外川では港が築かれるとともに，町宮リが
なされ，紀伊などから多数の漁民が来住するよう
になった。
111古山次J~I~右 11Í':jIJが来自こした頃， 1壬せ緋iにかわっ
て入手綱(八太作J)が導入された。八手綱は， f~l.、 {l"í:
の|ごに例を張って引き!こげる敷伴!の一種で、あり，
*lrJ船:3J政と手船(述搬船)を用い，約40人の人数で、
行なわれた12)。元文4年(1739)の八手網の数は，
外川犬若長崎54張・飯貝根24張・荒野3張・大込
(現，銚子市松本町)6張であった13) 
さらに，外川の戸数・人口についてみると，享
保18年(1733)には高林村全体で585)1汗のうち，本
村266qFj=.名洗46軒・小畑451lF.外)1犬若216軒・
長1I1奇 12~FFであり，外)1犬若では47軒が「外川犬若
縛 169軒が「外)1商人」であった14)。また，
この年には高神村全体の人数が4，938人であり，
これ以外に他所からの奉公人が2，279人いた15)。
奉公人のうち， 1，545人が「八手網水主J，536人
が「守二鰯商人下男」であり， この大半は外)11に住
んでいたと考えられる。これらの数字から，当時
の外J1が鰯のj魚と加工によってかなりの規模をも
っ集落になっており，銚子一帯の八手織による鰯
漁という点からみて大きな存在であったことがう
かがえる O なお，享保2年(1717)には高神村(名洗
を除く)で25町8反2畝18歩の干鰯場があった16)。
明和 9年(1772)の 1-1マ総圏海上郡高神村五人組
l陵」によれば，外川には46軒の網方と130軒の商
人が居住していた17)。その出身地をみると，綱
方では4]軒，商人では104軒が紀伊国であり，と
くに次郎右衛門の出身地である広村からは網方16
軒・商人31軒が来住している。一方，商人のうち
18軒は下総・常陸両国の出身であり，本村を含め
外川に近い一帯からも来住者があった。
しかし，この頃から鰯の不漁などによって，外
) 1の鰯漁は衰退し，安永3年(1774)には崎山次郎
右縄問の家も紀伊国へ退転した18)。外)1でj魚、業
が再興し網数が増加したのは文政年間(1818~30)
に入ってからであり 幕末には漁獲が豊富であっ
た19) 
F千葉j孫銚子港沿革誌』によって，明治14-'--19
年(1881~86) の高神村・飯沼村の漁民の戸数・人
口や八手網数・船数などを示したのが第 1表であ
り，明治19年度の漁業税を新生村・今宮村を含め
て比較したのが第 2表である O 第l表によれば，
漁民の戸数・人口とも飯沼村が圧倒的に多く，船
では飯泊村で雑網船が多くなっている。高神村が
多いのは釣用船で，これに対ー応するように第 2表
の鰹釣漁税は高神村で高くなっている O また，第
2表の八手綱税・棒受絹20)税も高神村の方が高
く，銚子中心部の村々と比較しでも，外JIを含む
高神村の漁業の出める位置が大きかったことを示
している。
ただし，第 l表では，高神村の漁民の戸数・人
口や八手綱数が減少しており，この一国として当
時の鰯神、の不漁があげられる。そして，明治21年
ま喜あみ
(1888)に揚繰網(旋網)が導入され，従来の八手綱
にとってかわるようになった。間き取りによれば，
揚繰網は網船2綾・手船3般の 5践で 1か統とい
う単位となって操業し， 1 か統で約50~80人を必
要とし，網船2般で魚群を包囲する方法をとった。
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第l表 高神村・飯沼村の漁家数・船数の比較一明治14-19年(1881-86)ー
年次
明治14(J881) 
明治15(1882) 
明治時(1883)
明治17(1884)
明治団(1885)
明治19(1886)
漁家(戸)
高石丁芯沼
if!¥家人仁l(人)
瓦石下雨量
明治後期における外)11の産物をうかがうことが
できる資料として，明治35年(1902)に大阪で行な
われた第 5回内回勧業博覧会の出品目録がある21)。
この資料から高神村ーからの水産物関係の出品物と
その件数を示したのが第3表であり，このうちの
かなりの部分が外}Iから出品されたと考えられ
る。表によれば，鰯の加工品で、ある鰯搾粕(〆粕)
と魚油の件数が多くなっており，鰯をそのまま干
した干鰯から，魚、油とその搾粕である〆粕へと主
産物が変わったことがわかる O これらの鰯加工品
についで、件数が多くなっているのは鰹節である。
明治・大正期の銚子一帯では，延縄・釣などによ
る鰹・鮪・鯛などの漁業が盛んになっており 22) 
鰹節の出品何ニ数の多さもこれに関連しているもの
とみられる。さらに，大正期における主要な水産
物の生産高を，高神村と本銚子町(1日，飯沼村)に
ついて示したのが第 4表であり 23)明治期から
の主要産品が引き継がれていることがわかる。た
だし，ほとんどの生産物で本銚子向ーの方が多く
なっているほか，高神村の生産額の中で〆粕の占
める位置が非常に高かったことがよみとれる。
大正 3年(1914)には高村村に277般の漁船があ
り，これは本銚子町(113，飯沼村)の253般に匹敵
していた。しかし，明治後期以降における漁船の
行動範囲の拡大につながった内燃機関(焼玉エン
ジン)についてみると，問 4年(1915)の高神村で
17般の機関付漁船があったのに対して，本銚子町
では41娘であり 24)漁船の機械化，ひいては大
型化という点で高神村は立ち遅れていた。大正3
年の高神村における網数は揚繰網46張(本銚子町
八手綱(張)
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第2表漁業税の比較一明治19年(1886)度分一
種別 高村i村 飯沼村 新生村 今宮村
八手網干見 130円 801司
棒受網税 3511j50銭 31円
雑漁税 17Pj50銭 78円50銭 51Pi50銭
鰹釣i;O，税 51P:J 28P:] “一
)1雑漁税 60鋭 45銭
地採税 1 P127銭 51.m:
(1'千葉 i降、銚子港沿J~!í:誌」により作成)
第3表 第5回!有国勧業博覧会における高神村
からの出品物(水産物関係)
一明治35年(1902)
品 13 件数
鰯搾粕 3] 
魚油 17 
鰹自i' 17 
鰹塩辛 6 
石花菜 4 
大葉又 4 
長角又 4 
煮乾鰯 2 
乾マンヂキ 2 
角又 2 
在IfF
乾住吉
1西海草
鹿児草
食塩 1 
94 
(u第五囲内国勧業博覧会出品目録」により作成)
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第4表 高神村と本銚子師の主要水産物の生産
高比較一大正3年(1914)一
1E日1[仁コ1 
高宇l~村 本銚子町
生産量(貰)生産額(円)生産量(貰)生産額(円)
真鰯 133.290 12.409 719，854 63，741 
背黒鰯 359，252 28.441 4，300 6.749 
鰹 15，495 8，298 132，037 91.108 
鱗j 12.265 13，345 26，366 34，603 
海草類 38.638 8.118 221，280 77，024 
鰹節 1.045 2，367 20，506 53，243 
鰯搾粕 184.473 78.540 L竺 78.540 
(fl"l1fj:J二君lí~tn により作j五)
注) 1一員は約3.75kgo
30張)・秋刀魚寺院735張(1司1，170張)・鰹鮪網165張
(1可569張)・棒受綱65張(同625長)・雑網174張(向
90張)であり，高神村ではとりわけ揚繰摘が相対
的に重要であったことがうかがえる O このとき46
か統あった高神村の揚繰網は，その後の鰯の不漁
によって減少し，昭和初期の豊漁によってようや
く持ち直す。昭和 7年(1932)において外)1港に入
る揚繰網の船は17か統であった25)。
昭和 3年(1928)に刊行された F千葉綜の漁港』
によれば26)昭和初頭において外JI港を根拠と
する船数は114般(うち40般が発動機付)であり，
年間の水揚額は414，802円であった。ここでの漁
獲物種類は，鯛・鰯・秋刀魚・カジキその他と
なっている O 当時の高神村における他産業の年産
額は，工業(篠表・甘藷・澱粉など)が246，865円，
農業(米・麦・雑穀・疏菜など)が157，944円，林
業(建築・石材など)が111，324円，畜産業(家禽類)
が19，949円であり，漁業の占めていた位霞の高さ
がうかがえる O この数字は農村部の本村ーなどを含
んだ数字であり，外JIに限定すれば漁業がより重
要な存在であったと推察される。
2)土地利用からみた外川
次に，こうした外)1の形成過程が実際の景観の
上にどのように反映していたのかをみるために，
明治期と昭和20年代の 2枚の土地利用図をもとに
考察する O 具体的には，明治21年(1888)頃の地籍
図と，昭和24年(1949)の土地台帳の記載をもとに
した地図を用いて手食言すを行なう 27)。
明治期の第2留では，江戸時代に町割された外
JIの区画がほぼそのまま受け継がれている。海岸
沿いには細長く地割された砂地があり，これが船
出場となっていた。この掛引場はIU奇山次郎右衛門
が外J1に移った際に作られたものであり，西側の
本浦が万治元年(1658)，東側の新浦が寛文元年
(1661)頃にできた28)。この~では本浦16筆・新
浦32筆となっている。本浦と新浦の境界となって
いた道の延長線上には 築港特に築かれた波止が
あり，港はこの波止を中心にしていた。
図ではこの船引場を取り囲むように宅地が広
がっている様子がよみとれるD 集落北西に位置す
る共向墓地周辺で、約30mの標高があり，この傾斜
は東に向かうほど緩やかになる。外J1の集落はこ
の南向き斜面を利用して方格状に地割されてお
り，街路の中央部には溝が設けられていた29)口
次郎右衛門の屋敷はこの方格状地割の東方にあ
り，これと相対するように方格状地割の西方には
西方寺が建立された。明治期にはすでにその双方
とも姿を消しているが，双方の跡地から海岸沿い
にかけて宅地になっており，方措状の部分と合わ
せて人家の密集地を構成していた。
この集落部の周囲には，焔・砂地・原世f-・芝地
なとずが広がっている O このうち， とくに注目され
るのは砂地の面積が大きいことである。この砂地
は江戸時代に広大な面積を占めていた干鰯場を受
け継ぐものであったと考えられ，干鰯が〆粕に転
換してからも干場として利用された。また，当時，
木綿製であった潟、網を干す場所としても砂地は必
要であった。開き取りによれば，外川の漁船の網
干場は，集落周辺部のほか，犬吠埼の向こう側に
あたる君ヶ浜などにもあった。
第2図と第3図とを比較すると，全体的に宅地
部分が拡大し，その分，畑・砂地などが減少した
ことがわかる O 宅地の拡大はとくに集落北方で、顕
著であり，その一因として大正12年(1923)に銚
子・外)1)間が開通した銚子鉄道の開通があげられ
る。第3図では， もともと砂地や原野であった外
川駅の周辺に宅地が急増し，それにともなって分
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筆も多くなったことがよみとれる O また，方格状
地割となっている!日来からの宅地部でも分筆が進
行ニしたことカfわかる。
第3図でのもうひとつの大きな変化は海岸沿い
にみられ，船引場の東側では形態そのものが大き
く変わっている。これは，大正期以降に行なわれ
た外)1漁港の修築によるものである30)。漁船の
大型化に対応して，大正1年(1922)から昭和18年
(1943)にかけて行なわれた工事ーでは， !h奇山次郎右
衛門の築いた波止をとり崩し，船引場の沿岸を泊
地にするとともに，その東側に船j留を設けた。さ
らに，昭和23年(1948)から船溜の拡張とその東側
での埋立地の造成がなされ， 1翠にみるような形と
なった。
このような土地利用がみられる昭和20年代の外
川にどのような生業が存在していたのかを，次章
で検討する。なお，昭和24年(1949)における外)1
町の戸数・人口は1，143戸・ 4，992人であった31)。
E 外1の生業一昭和20年代を中心にー
1 )漁業
前章でみたように，外川は漁業を主産業として
形成されてきた集落であった。第 2次世界大戦中
には漁船の徴用や燃料の不足などによって，揚繰
網漁業などがほぼ中断する形になった外)1の漁業
も，戦後になると操業を再開した。管見の限り，
昭和20年代における外J1のみの水揚高を全魚種に
わたって示す資料が見出せなかったため，銚子市
全体における昭和26年(1951)の魚種別の水揚高を
示すと第 5表のようになる32)。これによれば，
数量では鰯・秋刀魚・鰹のJI見金額では鮪・鰯・
秋刀魚の}I買で、水揚があり，年による変動はあるも
のの，おおよそこれらの魚種が銚子一帯で大きな
位置を占めていた。
次に，外川における漁家の居住地や漁獲の種類
をみる指標として，銚子市外川漁業協同組合の昭
和28年(1953)から昭和36年(1961)までの船舶台帳
を用いる33)。外]11漁協は，第 2次世界大戦前に
あった組織を引き継いで昭和21年(1946)に銚子市
第 5表銚子市における魚種別水揚高
一昭和26年(1951)-
魚種 :監(万寅) 棋(五円)
鰯 252 23.359 
秋刀魚 137 20.046 
鰹 62 12.960 
鮪 39 30，325 
鰯 35 4.409 
アジ 32 2，398 
自立 24 3.196 
カレイ・ヒラメ 22 10，015 
フ'リ 20 4.737 
イカ 14 2.532 
海老 9 6.173 
郎1 7 15，851 
g!ì~ J 戸 1.162 
蟹 i 287 
その他 81 18‘607 
736 156，056 
(L'"銚子市水産自掛.J により作成)
注)数量・金額とも概数のため，合計と(j:..致しない。
漁業会から分離成立したものである34)。外川の
ほか，長1I1奇・犬若・名洗なととも管iljl~区域に含めて
おり，昭和30年(1 955) 頃の 1f~、家戸数は297戸，組
合員の総数は362名であったお)。この台1援は昭和
25年(1950)の漁船法に基づいてすべての漁船を登
録するために作成されたとみられ36)ここから
外川の漁船所有者とその漁法の種類を地図上にあ
らわしたのが第4図である o
明治期以降，外川の漁業の中核的な位置を占め
てきた鰯揚繰網については，昭和21年(1946)の資料
に掲載されているものを図上にあわせて示した37)。
この資料には外)1で17か統が示されているもの
の， うち 6か統はこの時点で廃業していた。漁船
台帳では13か統が記載され，それぞれ Z~7 般の
漁船を所有していた。この13か統の分布をみると，
おもに船引場や船溜の周辺に位置し，とくに船溜
の近辺に 6か統があった。
このように図示される揚繰網の経営主は船主・
親方などとよばれていた。操業による収入の配分
には水揚高に応じた歩合制がとられ，約 6割を船
主がとり，残りを漁夫たちが分けた。 漁夫の中で
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第4図 漁船所有者の分布一昭手IJ28年(1953)頃一
(r船舶葦|限J， r銚子 のーft漁業記』により作成)
注1)資料の:ijiJ約上，分筆の区画は示さなかった。
これは，第5図・第6図でも問機である。
2 )記号間を線で結んだものは，同じ家を示す。
も役割に応じて配分割合に差があり 38) もっと
も下の階級が「年季者」であった。年季者は船主
の家の納屋に住み， lifJき取りによれば1か統に15
~20人いた。年季者の出身地は，外川とその周辺
部のほか，福島・秋旧・山形などの東北地方にも
及んでいた39)。年季が!明ける と自分の家から通
う「職人 J になり，冬]臓(12月 ~7 月)と夏職( 8 
月一11月)の年 2回，船主と契約を結んだ40)。こ
のうち鰯漁は冬職の期間が中心であり，夏職の期
間には秋万魚、を対象とする船もあった。船主は船
に乗らずに，漁船・漁具など必要なものをそろえ
るほか，漁夫の生活の面倒もみた。漁夫の中には
船主に借金する者も多かったが，その船主の船に
乗っていれば請求されなかったといわれる。船主
は船引場や網干場の所有者となっており，例えば
昭和24年(1949)の時点で，船引場の47筆のうち，
判明する分だけでも26筆が揚繰網の船主の所有で
あった41)。
外川漁協は昭和25年(1950)に揚繰網漁船用の市
場を銚子漁港側の新生に開設しており，漁協に所
属する揚繰綿漁船の鰯・秋万魚、はここに水揚げす
るようになった。昭和27年(1952)度の新生市場に
おける水揚高は， 131万貫・ 7，095万円であった42)。
揚繰網漁業以外では，延縄43)・釣などの漁業
が行なわれており，揚繰網の網漁業に対して，釣
漁業の部門をなしていた。外)I!では延縄で鯛，釣
で鰹・ヒラメなどをとっていた。第4図をみると，
船溜の近辺と船引場の西側!を中心に船の所有者が
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位:んでいたことカfわかる口このうち，荷台ヲ|場の泊-
il!Jでl司じ区画内に複数の印があるのは，複数の漁
家が居住し，それぞれ独立して操業していたこと
を示している。また，昭和21年(1946)に揚繰網を
廃業した家の中には，延五liや釣に転換した家もみ
られる。
釣漁業ではもともと 3人乗りの猪牙船が月?いら
れており，大正末期から昭和初期にかけてこれに
発動機をつけた「チャカ」や「チャンキ」とよば
れる船も月い、られるようになった~-1)。釣漁業に
おいて，網漁業の年季者に相当するもっとも下の
|培~i&は「カチコ」とよばれていた。
第4図では， i旬、出jの所有者を示 したために，小
規模な延純・釣のi.f!1家が多くなっている。しかし，
実際には漁夫として働いていた人々，とくに揚繰
網の漁夫たちが外)1に多数居住していた。IlH手1]30
年(1955)頃には，外川漁船水夫組合に840名，外
川根付漁業従業員組合に120名，外川機関士組合
に80名が力n入していた刊)。このうちおもに水夫
組合が場繰網の漁夫と関連しているとみられ，長
IIJ~J- .犬若などを含んだ数字であるとはいえ， I~I に
あらわれない多くの漁夫の存在がこの数字からも
抗察される。
2 )水産加工業
銚子一帯の代表的な無1，;f.U[で、あった鰯について，
銚子市全体でみると とくに第 2次世界大戦中か
ら干物なとc食料品に加工することが感んになっ
た刷。しかし，外川では， Ilr3手[120年代に入っても
〆粕や魚川1に加工されることが多かった17)。外
)11においては，外川水産物加工工業組合が昭和15
年(1 940) に発足し~S ) 第2次世界大戦後には外
川水産工業協同組合が結成されている4CJ)。後者
の組合は昭和24年(1949)の資料にみられる外川で
I1f主ーの商工業組合であり このような|司業者組合
がMU哉されるほどタ判1において大きな位置を占め
ていた水産加工業について本節で取り上げること
とする O
前節で述べたように昭和25年(l950)に外川漁協
が新生に揚繰網用の魚市場を開設するまでは，鰯
が外川でも水揚げ、きれており 貰口制度とよばれ
る方法で船主・加工業者間の相対収引が行なわれ
ていた。このf!jlJj支は，船主が特定の力J]工業者とし
か取引しないというものであり，船主に対ーする力1I
工業者の資金援助を条件としていた'>0)。外川に
おいては]人の船主が約10判:の加工業者を員[J人
としていたといわれ，加工業者も複数の船主と取
引を行なっていた。
昭和J24年(J949)に外川|に居住していた38I[fの水
産加工業者の分布を示したのが第 51玄|であるら1)
H百平L121年(1946)頃には外)1でおI汗の鰯加工業者が
あるとされており S2) このおlJFもそのほとんど
が〆粕 .f~'\ 11 }JJ]工にあたっていたとみられる。第
5図をみると，前自白の第4I~IであらわしたJ場繰綱
の船主の分布に比べ やや内陸の方に居住が多く
なっていることがわかる。また，船三i:.が力nT業者
を兼ねている例もみられる。おもに聞き ll~ りによ
る情報をもとに，以前の鰯加工の過程を示すとお
およそ以ドのようになる。
鯨j を積んだ揚繰網の j~:}がj芙ってくると，力J]工業
者の{:2.'~; j;Ji:~が行って引波しをうけ\竹能で|践にあ
げて，天fや術IIで}JIJ工場に運んだ。加工場では
この鰯を主主で煮た後キリン」とよばれる)Ii牢
具でしぼった。煮十|・は近隣のj史家がj肥料としてJ'FJ
い，煮汁の中の沈殿部分は「ドニク」とよば、れ，
船を|注に上げたときに乗せる修織が滑るように
塗った。さらに，圧搾の|療に出る f(~， il~ì は，おもに
石鹸の原材料として，〆粕とは日IJの賞付人に売ら
れた。圧搾された鰯をほぐし， IJりこで 21:1くらい
干すと〆粕となり，銚子中心部の肥料問屋に売ら
れ，中心部へのl1命送には馬車や銚子鉄道が利用さ
れた。加工業者が肥料問屋に借金をしている場合
もしばしばあったといわれる。また， 〆粕の一部
は佐原・小見川周辺の農家に直接販売された。
このように，魚、の生産と流通の間に介在してい
た水産加工業は，漁業とならぶ外川のいわば基幹
産業となっていた。そして，外川における鰯;，(1，業
の重要性と結びついて， とくに〆粕.f~3.. 1IlJといっ
た鰯の加工に特化した存在であったと指摘するこ
とができる。
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第5密 水産加工業者の分布一昭和24年(1949)-
(1"銚子市波IJ奇Uf]人事名鑑』により作成)
3 )商工業
水産加工業以外にも 外)1ではさまざまな商
業・工業がみられた。昭和24年(1949)の資料にあ
らわれる水産加工業以外の商工業者を地図に示し
たのが第 61~であり 53)外川駅の近辺からその
it!J方にかけてを中心にう子治7していることカfわかる O
水産加工業に@される鰯とは別に，釣漁業でと
れた鯛・ヒラメなどの魚、は，第2次世界大戦前，
漁業者と魚商との産接取引で買い取られていた54)。
開き取りによれば，魚、をi控に上げる際，鮮度を落
とさないように活〆という方法で即死させ，銚子
中心部まで大八車で急送した。外川や犬若の魚、商
の中には，東京の築地市場の価格に影響を与える
ほど有力な者もいたといわれる。昭和25年(1950)
の新生魚市場の開設以後も，鰯・秋刀魚以外の魚
は外川で、水揚げ、された。もっとも，外)11で
される魚については，第2次世界大ij没後，おもに
潟、協による共同出荷:が行なわれるようになった。
戦前の有力な魚、商の中には揚繰網の船主や釣漁業
へと転業する者もおり，第6図にある鮮魚、商は，
むしろ小売を主とするものであったとみられる O
また，商工業のうち，とくに漁船に関連する産
業として，造船業と鉄工業があげられる O 外)1に
は4か所の造船所があり おもに釣j魚業で用し、ら
れる小型船を生産していた。また，鉄工所も 1か
所あり， I可様に小型漁船で使われる焼玉エンジン
などを製造していた。
このほか，大正期から昭和初期にかけての外JI
で自立った産業のひとつに篠表製造があった。藤
表は，篠を編んで、草履や下駄の表に使ったもので
あり，明治35年(1902)頃に銚子に伝えられ，やが
て銚子と波崎が全国的な特産地となった55)。外
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第6函商工‘業者などの分布一昭和24年(1949)頃一
(b"銚子市波IJ*fl1r人事名鑑.1.銚子路工業IJgJ.r*完銚子市史 3 により作成)
JIには明治40年(1907)頃に波崎から漁家の副業と
して伝えられたといわれ，昭和15年(1940)の外jけ
には 4軒の藤表関連業者がいた56)。聞き取りに
よれば，外}1の藤表女工の中には福島県や岩手県
から来る者もいた。篠が南方からの輸入品であっ
たために，第2次世界大戦によって篠表製造は大
きな打撃をうけ，戦後は衰退していくが，第6図
によれば戦後にも篠表商が外川にいたことがわか
る。また， もともと篠表商であった家が水産加工
業者に転じ戦後には揚繰網の船主となっていた
例もある。
第6函をみると，食料品・雑貨・医薬品・燃料
などの小売商から，飲食業庖・理容庖・運送屋な
どに至るまで，一通りの業種が外JIにそろってい
たことがわかる。漁業・水産加工業にたずさわる
者やその家族をはじめ，こうした商家を含めると，
かなりの規模をもっていた外JIが，ひとつのまと
まった町をなしていたことになる O これらの産業
はさまざまな形で、結びついて存在するとともに，
ひとつの家がこれらの産業を転々とする場合もみ
られた。
ただし，こうした商工業の業種をみると，水産
加工業や，第 2次世界大戦前における魚商・藤表
商を除くと，おおむね外J1 内部かその周辺の限ら
れた範囲を対象としたものであり，外JIの外部に
広く影響を与えるようなものはあまりみられな
い。つまり，昭和20年代の外川は，漁業と水産加
工業を中心に，それを支える形でさまざまな生業
が存在する形になっていたといえる。そして，こ
うした構造は，外川が形成されてきた過程の中で
育まれたものであった。
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U むすびにかえて
大正10年(1921)，外Jll浦漁港修築期成同盟会が
結成され，当時の高神村'の有力者が集まった。そ
のときの構成員の住所と職業を示したのが第6表
であり，船主の他にも商人・地主など多くの人々
が参加していたことがわかる57)。翌日年には高
神村議会で修築案が可決され，予算20数万円のう
ち県の補助を除いた16.8万円を地元が負担するこ
とになったため，高率の村税が課せられることに
なった58)。当初 5か年計画であったこの修築
工事は予定通り進行せず 昭和12年(1937)に高神
村が銚子市へ編入された後は市が事業を継続し，
第E章でみたように昭和18年(1943)にようやく完
成する O
閉じ頃，銚子漁港でも修築が行なわれており，
大正14年(1925)に着工されている。この修築に
もっとも尽力したのは銚子醤油社長の浜口吉兵衛
(衆議院議員)と，銚子病院院長の小野田周斎(千
葉県会議員)であり，総事業費598万円は，国・県
の補助と地元の寄付(57.5万円)によってまかなわ
れた59)。この工事の完成は昭和は年(1939)で
あったが，昭和7年(1932)に銚子漁港魚市場が完
成していることなどからみて60)実質的にはこ
の頃に新しい港ができつつあったといえる。
この2漁港の修築工事を比較すると，総工費や
地元の負担額に大きな差があることがわかる O さ
らに，漁港の修築に関わるのが必ずしも漁家とい
うわけではなく，むしろ，他の生業にたずさわる
人々を含めた多くの人々によって支えられていた
ことが看取される。
江戸時代初期に紀伊国から来た1奇山次郎右衛門
が，利根川沿いの飯沼村・今宮村から外JIに移っ
てきたことに端的に示されるように，単純に漁港
としての機能からみれば，外洋に直接出ることが
可能な外川の方に利点が多かったと考えられる O
実際，利根川河口の統行は難しく，遭難事故も相
また，とくに当時の八手締による鰯
漁では，大量捕獲の必要性から手船が漁場と港の
間を何度か往後せねばならず，その点からも外)1 
第6表 外JI浦漁港修築期成同盟会の構成員
一大正10年(1921)-
氏名 住所 納税額1) 職業など
山口藤兵衛 本村 農21 村長・地主
辻谷幸造 本村 村役場書:記
加瀬清七 本村 村役場書記
伊東長左衛門 本村 村会議員・地主
青持[J酉松 本村 農16 地主
力1]瀬藤治郎 本村 地主
関根永泰 名洗 収入役
湯沢清太郎 名洗 村会議員
戸木治三郎 外]11 酪54 君1会・村会議員・魚蕗
山口初太郎 外)11 商18 魚商
堤万吉 外)1 商10 消防団長・魚商
元吉鶴松 外JI 村会議員・商人
三井留次郎 外)1 商10 商人
白土文平 タト)1 蕗人
飯田藤七 外]11 商27 酒屋
沼村彦太郎 外)[1 高8 酒屋・船主
柏熊猪背松 外)1 商20 船主
加瀬岩五郎 外)1 漁41 元君1会議員・船主
11口藤治郎 外)[1 漁26 船主
力IJ瀬伝十~r) タい1 船主
加瀬政之助 外JlI 村会議員・会所2) 
青相IJ友吉 外)[1 商41 地主
山崎氏二郎 外JI 村会議員・公娼
浅間幸之助~ 教16 校長先生
(U"ふるさとの海鳴り.1，房総紳士銀J]，および，開き
取ち調査により作成)
注1)納税額は国税。単位は円。農・商・漁・教は職
業の種別。
2 )浜でのもめごとを仲裁する役割。
は有利であった61)。その後，好不漁の波はあっ
たものの，第五章で述べたように明治期に入って
からも外川の漁業の地位は相対的に高く，〆粕・
魚油など鰯の加工品の生産も盛んであった。
一方，漁港としての機能が不十分であった銚子
中心部では，江戸時代に水運業・醤油醸造業と
いった他の産業が発展する O こうした産業によっ
て蓄積された資本は， やがてさまさざ守まな吉部5
下下除されるようになり，漁業にもその影響があらわ
れた。明治30年(1897)に佐倉・銚子間が完成し，
東京への魚、の輸送に利用された総武鉄道の開通に
大きな役割を果たしたのも，田中玄蕃・岩崎重次
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郎といった銚子の有力な醤油醸造業者であった62) 
つまり，漁港としての機能に恵まれた外)けでは，
漁業・水産加工業(とくに鰯)への特化がみられ，
他には大きな産業があまり発達しなかった。逆に
銚子中心部では，他の産業が発達し，これによる
経済力，さらには政治力が，結果的に漁業の発展
にもつながったと考えられる O 大正期に始まる修
築によって，銚子漁港では漁港そのものの整備が
進められるとともに，それを支える魚市場や加工
業者63)さらに消費地への輸送手段も含めた漁
港を支える機能も強化された。昭和25年(1950)に
外川漁協が新生に市場を設けたことは，外)1漁港
の機能が銚子漁港に吸収されてし 1く過程を象徴す
るできごとのひとつととらえられる O この新生市
場も，銚子漁協の魚市場に吸収される形で昭和34
年(1959)に閉鎖された64)。
昭和30年代(1955~64) 以降の外)11 では揚繰網漁
業が衰退し，今日では 2か統のみが操業している O
むしろ，釣漁業が漁業の主流となり，外)1漁港か
ら東京などへの鮮魚輸送も行なわれている Oまた，
観光釣船も盛んである O 水産加工業で、は，化学肥
料の導入によって〆粕が使用されなくなり，外)1
にあった加工業者は，食料品に転換した一部の業
者を除いて，その多くが廃業した。そして， とく
に昭和40年代(1965~74) に始まる鹿島開発の影響
もあり，現在で、は通勤者が増加している O
本報告では，外)1をその経済的な面から考察し
てきた。しかし，江戸時代における関西漁民の進
出過程や，漁業・水産加工業の状況，本村との関
係などについては，当時の史料をもとにさらに詳
しく分析することが課題となる O また，本報告で
ふれたような船主や加工業者について，具体的な
事例をもとに検討することも重要である O そうし
た作業を行なうことにより，外)1の経済的機能の
変遷や，ここで述べたような銚子中心部との比較
についても， より明確に位置づけることが可ー能に
なると忠われる O
付記
本報告の作成にあたり，銚子市公正図書館・銚子
市青少年文化会館・銚子rfn:負業協同組合外)1支所・
千葉地方法務局銚子出張所の皆様には，資料収集の
際に大変お世話になりました。また，銚子市高千Ijl西
町の力n瀬一男氏は，貴重な史料の閲覧に便宜をは
かつて下さいました。さらに，現地調査の際には，
網中源j哉氏をはじめ，銚子市の多くの方々からさま
ざまなご教示をいただきました。なお，平成8年度・
9年度の控史地理学実習では，筑波大学控史・人類
学研究科の大村章仁氏，筑波大学人文学類の飯塚晃
次・八巻桂子・井 l二洋介各氏のご協力を得ましたo
U、j二，記して深く感謝申し上げます。
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